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財
源
は
増
税
か
、
暮
ら
し
の
予

算
削
減
か
、
国
債
発
行
か
。
岸

田
政
権
が
す
す
め
る
大
軍
拡
。

自
民
党
の
提
言
に
よ
れ
ば
、
防

衛
省
の
予
算
は
今
の
２
倍
の
11
兆
円
に

跳
ね
上
が
る
▼
国
交
省
予
算
は
６
兆
円
、

文
科
省
は
５
・
２
兆
円
、
両
方
足
し
て

や
っ
と
追
い
つ
く
。
日
本
は
一
気
に
世

界
第
３
位
の
軍
事
大
国
に
▼
日
米
会
談

の
結
末
を
「
こ
れ
は
対
米
公
約
か
」
と

追
及
す
る
共
産
党
小
池
書
記
局
長
に
、

「
約
束
で
は
な
い
。
考
え
が
一
致
し
た
」

と
答
え
る
首
相
に
説
得
力
は
な
い
。
米

大
統
領
面
前
で
の
「
相
当
な
増
額
」
発

言
は
消
し
よ
う
も
な
い
事
実
だ
▼
５
月

29
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
討
論
。
国
会
頭
越

し
の
対
米
公
約
は
不
問
の
ま
ま
で
「
行

け
行
け
軍
拡
」
の
突
撃
ラ
ッ
パ
ば
か
り
。

「
総
理
の
増
額
発
言
は
重
要
」
「
増
額

は
避
け
て
通
れ
な
い
」
「
必
要
な
も
の

は
増
や
す
」
「
１
％
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

見
直
す
」
「
増
額
の
議
論
は
す
べ
き
だ
」

な
ど
な
ど･

･
･

▼
不
法
な
侵
略
に
よ
る

国
連
憲
章
違
反
は
ロ
シ
ア
だ
け
で
は
な

い
。
ア
メ
リ
カ
だ
っ
て
繰
り
返
し
て
き

た
。
そ
の
戦
略
の
も
と
で
の
大
軍
拡
で

は
な
い
の
か
▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ど
失

政
に
よ
る
物
価
高
、
縮
む
国
民
の
収
入
。

気
が
つ
け
ば
日
本
は
成
長
で
き
な
い
国

に
な
っ
て
い
る
。
専
守
防
衛
の
大
原
則

を
投
げ
捨
て
れ
ば
「
平
和
の
国
」
と
い

う
看
板
も
失
う
だ
ろ
う
▼
落
語
の
五
代

目
古
今
亭
志
ん
生
師
が
よ
く
言
っ
て
い

た
。
「
落
語
な
ん
て
も
の
は
お
客
様
次

第
…
だ
か
ら
あ
な
た
方
が
し
っ
か
り
し

な
く
っ
ち
ゃ
ぁ
い
け
な
い
」
と
。
お
客

は
苦
笑
い
だ
が
政
治
に
当
て
は
め
れ
ば

至
言
と
な
る
。
「
今
度
の
一
票
」
に
は

子
や
孫
の
未
来
も
か
か
っ
て
い
る
。
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６
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
、
令
和
４
年
度

第
２
回
の
定
例
市
議
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
市
議
会
に
向
け
て
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
重
点
に
臨
ん
で

い
ま
す
。

ー
急
激
な
物
価
高
騰
ー

暮
ら
し
営
業
に
緊
急
の
手
立
て
を

生
鮮
食
品
12
・
２
％
、
食
用
油
36
・
５
％
、

電
気
代
21
％
、
都
市
ガ
ス
代
23
・
７
％
、
ガ

ソ
リ
ン
代
15
・
７
％
な
ど
、
こ
の
間
の
急
激

な
物
価
高
騰
が
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

低
所
得
の
方
々
の
生
活
へ
の
影
響
、
学
校

給
食
や
保
育
園
給
食
、
介
護
施
設
や
障
害
者

施
設
の
食
事
提
供
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
市
内

の
商
業
・
工
業
・
農
業
を
支
え
る
方
々
の
生

業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
事
態
で
す
。

市
と
し
て
実
態
を
把
握
し
、
緊
急
に
必
要

な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ー
元
副
市
長
を
め
ぐ
る
不
正
ー

問
わ
れ
る
市
の
責
任
＝
チ
ェ
ッ
ク

を
放
棄

川
辺
堀
之
内
区
画
整
理
組
合
を
め
ぐ
る
不

正
は
、
６
億
７
４
０
０
万
円
。
河
内
久
男
元

副
市
長
を
は
じ
め
理
事
・
監
事
、
職
員
、
委

託
事
業
者
す
べ
て
の
関
係
者
に
及
ぶ
前
代
未

聞
の
事
態
で
す
。

大
坪
冬
彦
市
長
は
、
主
導
し
た
河
内
氏
の

悪
行
を
「
見
抜
け
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い

ま
す
が
、
以
前
は
行
政
と
し
て
行
っ
て
い
た

様
々
な
チ
ェ
ッ
ク
を
こ
と
ご
と
く
や
め
て
し

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
行
政

と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ら
ず
に
放
棄
し

た
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
市

の
不
作
為
、
責
任
が
問
わ
れ
る
事
態
で
す
。

ー
災
害
対
策
ど
こ
吹
く
風
ー

三
沢
３
丁
目
の
緑
地
が
バ
ッ
サ
リ

多
摩
丘
陵
に
位
置
す
る
三
沢
３
丁
目
の
緑

地
が
バ
ッ
サ
リ
削
ら
れ
、
周
辺
住
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
、
「
雨
季
に
入
り
土
砂
崩
れ
が
心

配
」
「
い
っ
た
い
こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る

の
か
」
と
い
っ
た
不
安
や
怒
り
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
緑
地
を
有
す
る
地
域
は
、

宅
地
造
成
規
制
法
、
東
京
都
自
然
保
護
条
例

等
で
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い

開
発
基
準
に
よ
る
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
許
可
前
に
、
正
当
な
理
由
な
き

樹
林
伐
採
な
ど
の
工
事
は
許
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
は
、
こ
の
地
域
に
あ
る
地
下
壕
調

査
を
理
由
と
し
て
届
出
を
し
て
い
ま
す
が
、

実
態
は
調
査
の
範
囲
を
超
え
た
開
発
の
た
め

の
事
前
工
事
の
疑
い
が
出
て
き
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
土
砂
崩
れ
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
市
、
東
京
都
は
、
連
携
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
と
権
限
を
発
揮
し
、
事
業
者
に
毅

然
と
し
た
対
応
・
指
導
を
行
う
と
と
も
に
土

砂
崩
れ
防
止
・
安
全
対
策
を
緊
急
に
講
じ
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ー
保
育
園
は
増
や
さ
な
い
の
？
ー

求
め
ら
れ
る
量
質
の
充
実

日
野
市
は
、
こ
の
間
の
実
態
を
と
ら
え
、

今
後
と
も
入
所
申
込
者
数
や
待
機
児
童
数
、

未
就
学
児
童
人
口
の
減
少
傾
向
が
続
く
と
の

認
識
で
、
保
育
園
の
増
設
に
消
極
的
な
姿
勢

に
終
始
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
と
さ

れ
る
こ
の
間
の
減
少
が
、
そ
の
ま
ま
続
く
と

と
ら
え
て
よ
い
の
か
。
出
生
率
を
増
加
さ
せ

る
た
め
の
少
子
化
対
策
と
矛
盾
す
る
認
識
・

対
応
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
こ
の
間
の
定

員
を
超
え
た
子
ど
も
の
受
け
入
れ
詰
め
込
み

を
解
消
し
、
保
育
士
配
置
基
準
を
改
善
し
て

保
育
の
質
を
高
め
て
い
く
観
点
で
保
育
園
は

量
質
と
も
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
検

討
・
対
応
が
必
要
で
す
。

《
お
知
ら
せ
》

次
号
は
、
７
・
８
月
合
併
号
と
し

ま
す
。

物
価
高
騰
、
市
政
不
正
疑
惑
、
災
害
対
策
、
保
育
園
待
機
児
問
題

６
月
市
議
会
で
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

盛
況
だ
っ
た

難
聴
問
題
学
習
会

５月15日、年金者組合日野支部などが行った「難聴

問題学習会」。大勢の人が参加し関心の高さがうか

がえました。（裏面に関連記事）
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◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

［2022年７月の無料法律相談日］
■１４日（木）午後１～３時 日野市役所６階共産党控室

（お申込み） わたなべ三枝・清水とし子事務所

☎042-582-1042

◎法律相談以外のお困りごともお気軽に
中野あきと事務所 ☎042-599-3350

＜日野のちょっと昔 （その４）＞

浅川の夏の風物詩「駒形の渡し」

ー南平５丁目と川辺堀之内を結ぶー

夏、川辺堀之内に

ある日野市民プール

の営業期間、浅川に

「駒形の渡し」が運

行されていました。

南平５丁目と対岸の

川辺堀之内の日枝神

社あたりを運行。プールの営業時間に随時運行され、誰でも

無料で利用することができました。

浅川のこの辺は、上流の一番橋と下流の高幡橋の中間にあ

り、対岸へは相当に遠回りしなくてなりませんでした。この

「駒形の渡し」は乗っている時間は数分間でしたが、容易に

対岸に渡ることができました。この「渡し」は1980年（昭

和55年）に運行が開始され、浅川の「夏の風物詩」でした

が、2012年（平成24年）に廃止されました。

写真は、14年前の2008年（平成20年）の７月17日に、

南平側から撮影した「駒形の渡し」の運行風景です。

■聞こえの相談・補聴器補助制度・アフターケア

の支援について

市議会への請願など市民の運動が実り、日野市は今年度に、

言語聴覚士による聞こえの相談会を開催しながら医師会などと

協議して、補聴器補助制度を整えていくとしています。全都・

全国的に様々な補助制度が実施に向けて動き始めている中、よ

り充実した補助とアフターケアの支援が実現されるようがんば

ります。引き続き要望やご意見をお寄せ下さい。

■来年４月から１８歳までの子どもの医療費が無料に

日野市では、１５歳までの医療費が無料になっていますが、

東京都が来年４月から１８歳までの医療費を無料にする方針を

打ち出したことを受け、市でも１８歳までの医療費を無料にす

ることになりました。しかし、小中学生も、今回拡充される高

校生も、所得制限がかかっており、その撤廃等が切実な課題と

なっています。日本共産党市議団、都議団は所得制限を撤廃し、

すべての子どもの医療費を無料にすべきと提案しています。

市政ミニ・ニュース

５
月
25
日
「
北
野
街
道
に
バ
ス
停
を
つ
く
る
会
」

は
、
中
野
あ
き
と
市
議
と
と
も
に
３
回
目
と
な
る

大
坪
市
長
宛
の
バ
ス
停
増
設
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
「
会
」
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
バ
ス
停
設

置
の
要
望
を
行
い
、
南
平
４
丁
目
に
「
南
平
体
育

館
入
口
」
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ー
今
回
の
要
望
は
次
の
２
点
で
す
ー

①
拡
幅
が
完
了
し
た
南
平
４
丁
目
５
ー
５
付
近

(

向
か
い
側
が
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ)

に
、

バ
ス
停
を
設
置
す
る
。

②
バ
ス
停
で
待
っ
て
い
る
乗
客
に
運
転
手
に
よ

る
行
き
先
案
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
徹
底
す
る
。

要
望
を
受
け
た
日
野
市
の
都
市
計
画
課
長
は
、

「
市
と
し
て
は
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
設
置
し
て

い
く
。
要
望
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
現
在
、

警
察
、
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
と

協
議
中
。
条
件
が
揃
っ
た
段
階
で
日
野
市
公

共
交
通
委
員
会
に
提
案
す
る
」

「
行
先
案
内
は
、
京
王
バ
ス
と
の
定
例
会
合
で

徹
底
を
図
っ
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

「北野街道にバス停をつくる会」が日野市に要望

南平４丁目にバス停を

▲（右）日野市に申し入れる「つくる会」の住民と中野あきと市議

① 西の今治、東の日野／地元農業と学校給食

「地元産農産物を活用した学校給食ということで言うと、西

の今治市、東の日野市と言われているんですよ」 先日お邪魔

した日野の農業をリードしてきた農家の方から率直な思いが寄

せられました。

日野における学校給食への地元産農産物の活用は、開始から

４０年近くの取り組みをへて、全小中学校２５校で実施し、地

元農産物の利用率も３０％に及んでいます。栄養士が地元産農

産物を活用した献立を考え、農家の方々が低農薬で安全、新鮮

な農産物を提供し、調理員のみなさんがイチから手作りで作り

上げる給食は、おそらく全都、全国にもあまりない取り組みと

言えるのではと思います（今治市は有機野菜の給食への提供で

注目されています）。

この取り組みは様々な仕組みや制度で支えられていますが、

中でも、今から１２年ほど前に制定された「学校給食契約栽培

品目等供給奨励金制度」は重要です。ニンジン、長ネギ、ジャ

ガイモ、玉ねぎなど８品目を学校給食に供給すればキロあたり

６０円支給するという制度で、給食への地元産野菜の提供を促

進する役割を果たしています。さながら農産物の価格補償的な

意味を持つ制度として農家のみなさんからも歓迎

されている制度で、さらなる拡充が期待されてい

ます。(（つづく）

中野あきとの《日野市・ここに注目》

［ウクライナ緊急支援募金］

中野あきと事務所でも受け付けています。日本共産党へは

５月１７日現在、１億７千万円が寄せらています。


